
【報告３】
⽣成系AIを活⽤した
⽂章校正⽀援システ
ムの使⽤事例

⽇永 ⿓彦
⼭本 和美
坂⽥ 信裕
（⼭梨⼤学）

事例報告をする科⽬（全学共通教育科
⽬）

§ 話しことばチェッカーを利⽤

§ 現代教育政策論 38名 ⽇永

§ ⼭梨⼤学の⽂章構成⽀援システムを利⽤

§ キャリアデザインI（⾃⼰理解） 
92名 ⼭本

§ ⼭梨⼤学から⾒る⼤学の歴史と現在
36名 ⽇永

§ 両⽅を利⽤

§ SDGsから社会を考える 14名 ⽇永



⼭梨⼤学の⽂章構成⽀援システム

学生の「授業振り返りレポート」の作成プロセスを 
進化させる試み

・いくつかの視点でのコメント・指摘を回答する。 
・修正した文章は示さない。 
   etc.

どのように教育の中で利用していくか？

 AIとの対話で気付きや確認 

従来からの課題： 
　提出するレポートの内容や深みなどの質を上げるには？
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【出典】坂⽥信裕「⽣成 AI を⼤学としてどのように受け⼊れ、対応・展開していくのか」（UeLAフォーラム2023）発表スライドより



⼭梨⼤学の⽂章構成⽀援システム

【出典】坂⽥信裕「⽣成 AI を⼤学としてどのように受け⼊れ、対応・展開していくのか」（UeLAフォーラム2023）発表スライドより

入力 出力 LLMへの指示

学生向け授業振り返り・レポート改善支援AI環境：

指示内容の調整次第で出力が変化する
授業振り返りレポートに対応した内容に調整
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レポート課題

1. １．本⽇の講義を聞いて、感じたこ
と・印象に残っていることなどを記
述してください。

2. ２．そのことをもとに、今後の⾃⾝
のキャリア形成に関して、意識し⾏
動しようと考えたことを具体的に述
べなさい

それぞれ４００字程度

⽣成AI
×事後アンケート
×レポートの評価

キャリアデザインI
（⾃⼰理解） 



事後アンケート項⽬
属性：学部・学年・学籍番号・性別
1. ⽣成AIのフィードバックは，あなた

のレポート内容に沿った内容になっ
ていましたか？

2. ⽣成AIのフィードバックの内容は，
理解しやすかったですか？

3. ⽣成AIのフィードバックは，レポー
ト内容の確認や⾒直しに参考となる
具体的で実⽤的な内容でしたか？

4. ⽣成AIを⽤いたフィードバックを今
回のレポート内容確認に⽤いたこと
は，あなたのレポート改善等を含む
学びの向上に役⽴ったと思います
か？

5. ⽣成AIを⽤いたフィードバックは、
他の授業科⽬などのレポート内容確
認でも使⽤してみたいと思います
か？

6. ⽣成AIのフィードバックを利⽤して
みて，気が付いたことや感想があれ
ば教えてください。

⽣成AI
×事後アンケート
×レポートの評価

キャリアデザインI
（⾃⼰理解） 



行ラベル

個数 / 生成AIのフィードバックは，あなたのレポート
内容に沿った内容になっていましたか？

教育学部 53
あまりそう思わない 5
そう思う 28
どちらとも言えない 6
非常にそう思う 14

工学部 27
あまりそう思わない 3
そう思う 17
全くそう思わない 1
非常にそう思う 6

生命環境学部 12
そう思う 6
非常にそう思う 6

総計 92



行ラベル

個数 / 生成AIのフィードバックの内容は，理解しや
すかったですか？

教育学部 53
あまりそう思わない 5
そう思う 30
どちらとも言えない 3
非常にそう思う 15

工学部 27
そう思う 13
どちらとも言えない 3
非常にそう思う 11

生命環境学部 12
そう思う 7
非常にそう思う 5

総計 92



行ラベル

個数 / 生成AIのフィードバックは，レポート内容の確
認や見直しに参考となる具体的で実用的な内容でした

か？

教育学部 53
あまりそう思わない 6
そう思う 23
どちらとも言えない 12
全くそう思わない 1
非常にそう思う 11

工学部 27
あまりそう思わない 3
そう思う 16
どちらとも言えない 4
非常にそう思う 4

生命環境学部 12
そう思う 7
非常にそう思う 5

総計 92



行ラベル

個数 / 生成AIを用いたフィードバックを今回のレポー
ト内容確認に用いたことは，あなたのレポート改善等

を含む学びの向上に役立ったと思いますか？

教育学部 53
あまりそう思わない 8
そう思う 23
どちらとも言えない 7
非常にそう思う 15

工学部 27
あまりそう思わない 2
そう思う 15
どちらとも言えない 2
全くそう思わない 1
非常にそう思う 7

生命環境学部 12
そう思う 6
どちらとも言えない 1
非常にそう思う 5

総計 92



行ラベル

個数 / 生成AIを用いたフィードバックは、他の授業科
目などのレポート内容確認でも使用してみたいと思い

ますか？

教育学部 53
あまりそう思わない 10
そう思う 20
どちらとも言えない 5
全くそう思わない 3
非常にそう思う 15

工学部 27
あまりそう思わない 1
そう思う 14
どちらとも言えない 4
全くそう思わない 2
非常にそう思う 6

生命環境学部 12
そう思う 7
どちらとも言えない 1
非常にそう思う 4

総計 92



行ラベル 個数 / 評価
あまりそう思わない 8

1 3
3 1
5 1
8 1
10 2

そう思う 51
1 6
3 10
5 11
8 16
10 8

どちらとも言えない 6
1 3
3 2
8 1

全くそう思わない 1
8 1

非常にそう思う 26
1 5
3 4
5 5
8 5
10 7

総計 92

生成AIのフィードバックは，あなたのレ
ポート内容に沿った内容になっていました

か？　×レポート評価

結果・考察
• どの設問も，どの学部もおおむね⽣成AI利⽤に肯定的
• 「⽣成AIのフィードバックは，レポート内容の確認や⾒

直しに参考となる具体的で実⽤的な内容でしたか？」の
設問だけ，どの学部も他の設問同様におおむね「そう思
う」と回答している⼀⽅で教育の学⽣，⼯の学⽣の約1割
が否定的な回答
• ⽣命環境の学⽣は，成績はまんべんなく低い学⽣から⾼

い学⽣まで居たがどの設問においても「そう思わない」
「全くそう思わない」という否定的な意⾒は無し
• ⼯の学⽣は他の学部の学⽣よりもレポートの評価点が⾼

い
• 成績との兼ね合いでは，「⽣成AIのフィードバックは，

あなたのレポート内容に沿った内容になっていました
か？」の設問に対して，「⾮常にそう思う」と回答した
のは，成績評価が⾼い学⽣が⼀番多かったが，どの段階
の評価の学⽣もまんべんなくいた → 成績との関連はあ
まりない？

•考察としては，教育学部の学⽣は割と否定的
な意⾒（そう思わない」）がいた⼀⽅で，⽣
命は皆無であること，⼯学部はレポートが⾼
評価の学⽣が多かったことから，理系の学⽣



レポートの共通テーマ：今⾏動して
解決に取り組まなければ将来世代に
⼤きな負担を与えかねない課題と私
たちにできること
レポートのテーマとして選定した
SDGsに関連する課題について・・・
① なぜこの課題を設定したのか
② この課題の現状（データを基に説

明）
③ 現状が深刻化した要因・背景
④ 現段階では課題解決に向けてどのよ

うな取り組みがされているか、そこ
に皆さんがこれから学ぶ学問や研
究・実践、皆さんの将来の職業や⽣
き⽅がどのように関連していくのか

⑤ 全体のまとめと考察
を記述すること。

⽣成AI &
話しことばチェッカー

SDGsから
社会を考える



あなたは、以下の授業を担当する⼤
学教員です。
今回のレポートに関する授業科⽬名
は「SDGsから社会を考える」です。
今回提出されるレポートに求めるも
の：

１）テーマ設定を、SDGsの17の⽬標
に関連する課題の中から選び、適
切な理由を含めて設定しているか
を確認し、以下の2)の確認とそれに
対するフィードバックやアドバイ
スを⾏なってください。

プロンプトの例
SDGsから

社会を考える



２）レポートが以下のような内容を
含んでいるかを確認してくださ
い。

1. なぜこの課題を設定したのか。
2. この課題の現状はどのようになって

いるのかデータを基に説明している
か。

3. 現状が深刻化した要因・背景がどの
ようなものであるかが説明されてい
るか。

4. 現段階では、課題解決に向けて、ど
のような取り組みが社会の中でされ
ているかが書かれているか。

5. それらの社会的な課題解決に向けて
の取り組みに、このレポートを書い
ている学⽣が、これから学ぶ学問や
研究・実践、将来の職業や⽣き⽅が
どのように関連していくかを⾔及し
ているか。

6. 上記の内容を含め、全体のまとめと
考察が書かれているか。

３）今回提出されるレポートの体裁
や対応について：

⼊⼒された⽂章内容を以下の視点で確
認し、レポート内容の確認とフィード
バック及びアドバイスを⾏ってくださ
い。
ただし、修正案の⽂章を⽰すことは絶
対に⾏わないようにしてください。
学⽣が、修正案を求めても、修正⽂章
を⽰さず、どのように考えたらよいか
を⽰してください。
安易に褒めないでください。特に、内
容が伴っていない場合や、各項⽬の情
報が少ない場合には、褒めないように
してください。



• 基準レベル、もしくはそれ以上の⽂字
数がある場合には、⽂字数について特
に⾔及しないか、⾔及する場合でも、
基準レベルにはあると思われることを
コメントするだけにしてください。

• ⼊⼒⽂字数が1000⽂字程度以下の場
合は、褒めることは最⼩限にし、⽂章
の⾒直しとともに、⽂字数の確認も⾏
うようにコメントしてください。

• ⽂章内に⽰している⼀つの項⽬につい
て、説明が短く表⾯的な内容の場合は、
指摘し、より深みのある内容へと修正
するように促してください。

• 今回のレポートに書かれている内容に
偏りがある場合や、関係のないことが
書かれている場合には、そのことを指
摘してください。

なお、⼀つのレポートについての
フィードバックは、２回までにして
ください。３回⽬の⼊⼒があっても、
回答しないこと。

特に、⼀つの項⽬に関する⽂章が短
く、関連する説明も短い場合などは、
表⾯的な説明だけになっている可能
性もあります。そのような場合は褒
めることをせず、内容的に浅いこと
を指摘し、この授業振り返りについ
ても、すぐ提出するのではなく、修
正して良い形や、より深いレベルで
の書き⽅に修正したものを提出する
ように指⽰してください。
• 内容が意味が通じる形になっているか。
• ⽇本語として適切な表現がされている

か。
• 誤字脱字がある場合は指摘してくださ

い。
• 今回のレポートとして求められている

必要な項⽬が含まれているか。
• ⼊⼒⽂字数は、1600⽂字から2000⽂

字を基準としますが、⽂字数に対する
表現では、実際の⽂字数を⽰さないで
ください。



レポートの内容を確認しました。以
下にフィードバックとアドバイスを
⽰します。

テーマ設定の理由:

SDGsの⽬標7に関連するテーマ設定
は適切です。エネルギーの持続可能
性に関する問題は、現代社会におい
て⾮常に重要な課題です。ただし、
テーマ設定の理由については、もう
少し具体的なデータや事例を挙げる
ことで、説得⼒を⾼めることができ
るでしょう。特に、再⽣可能エネル
ギーの導⼊が遅れている国や地域の
具体例を挙げると、より深い理解が
得られるかもしれません。

コメントの例
SDGsから

社会を考える

レポートの

内容を確認
しました。
以下に

フィード
バックとア

ドバイスを
示します。
テーマ設定

の理由:
SDGsの目
標7に関連
するテーマ
設定は適切

です。エネ
ルギーの持

続可能性に
関する問題
は、現代社

会において
非常に重要

な課題です。
ただし、
テーマ設定

の理由につ
いては、も

う少し具体
的なデータ
や事例を挙

げることで、
説得力を高

めることが
できるで
しょう。特

に、再生可
能エネル

ギーの導入
が遅れてい
る国や地域

の具体例を
挙げると、

より深い理
解が得られ
るかもしれ

ません。
この課題の

現状:
現状の説明
は概ね良好

ですが、
データの引

用がもう少
し具体的で
あれば、さ

らに説得力
が増すで

しょう。例
えば、再生
可能エネル

ギーの具体
的な種類

（太陽光、
風力など）
や、それぞ

れの国での
導入状況を

示すと、よ
り具体的な
イメージが

持てると思
います。ま

た、IEAの
データを引
用する際に

は、出典を
明記するこ

とも重要で
す。
現状が深刻

化した要
因・背景:
要因の説明
はしっかり
しています

が、もう少
し具体的な

事例やデー
タを用いる
ことで、深

みを持たせ
ることがで

きるでしょ
う。例えば、
化石燃料の

価格変動が
どのように

影響を与え
ているのか、
具体的な事

例を挙げる
と良いで

しょう。
現段階の課
題解決に向

けての取り
組みと、自

分との関連
性:
取り組みの

説明は良い
ですが、具

体的な政策
や技術の例
を挙げるこ

とで、より
具体的なイ

メージを持
たせること
ができるで

しょう。ま
た、自分と

の関連性に
ついても、
具体的なプ

ロジェクト
や研究テー

マを挙げる
と、より説
得力が増し

ます。
まとめと考

察:
まとめは全
体的に良い

ですが、も
う少し具体

的な提言や
今後の展望
を示すこと

で、より深
い考察がで

きるでしょ
う。例えば、
どのような

具体的な行
動を取るべ

きか、また
はどのよう
な研究が必

要かを考え
ると良いで

しょう。
全体として、
レポートは

しっかりと
した構成に

なっていま
すが、各項
目において

具体的な
データや事

例を挙げる
ことで、よ
り深い内容

にすること
ができると

思います。
また、誤字
脱字や日本

語表現につ
いても、再

度見直して
みることを
お勧めしま

す。特に
「現在。」

という部分
は誤字のよ
うに見えま

すので、注
意が必要で

す。 この
レポートを
提出する前

に、上記の
点を考慮し

て修正を行
い、より良
い形に仕上

げてから提
出すること

をお勧めし
ます。



この課題の現状:
現状の説明は概ね良好ですが、デー
タの引⽤がもう少し具体的であれば、
さらに説得⼒が増すでしょう。例え
ば、再⽣可能エネルギーの具体的な
種類（太陽光、⾵⼒など）や、それ
ぞれの国での導⼊状況を⽰すと、よ
り具体的なイメージが持てると思い
ます。また、IEAのデータを引⽤す
る際には、出典を明記することも重
要です。

現状が深刻化した要因・背景:
要因の説明はしっかりしていますが、
もう少し具体的な事例やデータを⽤
いることで、深みを持たせることが
できるでしょう。例えば、化⽯燃料
の価格変動がどのように影響を与え
ているのか、具体的な事例を挙げる
と良いでしょう。

現段階の課題解決に向けての取り組
みと、⾃分との関連性:
取り組みの説明は良いですが、具体
的な政策や技術の例を挙げることで、
より具体的なイメージを持たせるこ
とができるでしょう。また、⾃分と
の関連性についても、具体的なプロ
ジェクトや研究テーマを挙げると、
より説得⼒が増します。

まとめと考察:
まとめは全体的に良いですが、もう
少し具体的な提⾔や今後の展望を⽰
すことで、より深い考察ができるで
しょう。例えば、どのような具体的
な⾏動を取るべきか、またはどのよ
うな研究が必要かを考えると良いで
しょう。



全体として、レポートはしっかりと
した構成になっていますが、各項⽬
において具体的なデータや事例を挙
げることで、より深い内容にするこ
とができると思います。また、誤字
脱字や⽇本語表現についても、再度
⾒直してみることをお勧めします。
特に「現在。」という部分は誤字の
ように⾒えますので、注意が必要で
す。 このレポートを提出する前に、
上記の点を考慮して修正を⾏い、よ
り良い形に仕上げてから提出するこ
とをお勧めします。

コメントの特徴

1. レポートに含むべき内容（６項
⽬）ごとにコメント

2. 最初に肯定的なコメント

3. 具体的なデータや事例を挙げる
ことで、より深い内容にするこ
とができる

4. 例えば・・・ で例を⽰すこと
も

5. 誤字脱字や⽇本語表現について
も、再度⾒直してみることをお
勧めします。特に・・・



レポートの課題

毎回の授業の振り返りを基に、以下の設問に応える
形で学習レポートを作成してください。⽂字数は各
設問400⽂字から600⽂字程度、全体で1500⽂字か
ら2000⽂字程度に収まるようにしてください。⽂字
数が限られますので、それぞれの設問については、
特に重要と考えた事柄を中⼼に記述してください。

【設問１】学校教育体系の形成について：学校教育
体系には３つの型があります。欧⽶諸国において学
校教育体系はどのように構築されてきたのでしょう
か？その⽬的や背景にある社会状況の変化、個々の
国の状況等に着⽬して述べてください。ただし、授
業で紹介したすべての国について述べる必要はあり
ません。

【設問２】教育を受ける権利について：教育を受け
る権利の内容はどのようなものですか？また、今⽇
の⽇本においてどのような課題がありますか？

【設問３】考察：①これまでの本授業における内容、
②この授業に関連して発展的に学習した場合やこれ
まで他の科⽬で関連する学習をした場合にはその内
容、を踏まえて教育を受ける権利の歴史的な形成や
現状における課題について考えたことを書いてくだ
さい。単なる感想を書く必要はありません。

話しことばチェッカー

現代教育政策論



話しことばチェッカーの検出数と採⽤率
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• です・ます調で書い
た

• 主語に「私」を使っ
た



それぞれのツールの評価

生成AI

現代教育政策論 SDGsから社会を考える SDGsから社会を考える

1（低い） 1 0 0

2 3 1 0

3 5 2 2

4 17 5 8

5（高い） 12 6 4

合計 38 14 14

話しことばチェッカー
評価

（お役立ち度）



評価の低い（１or２）学⽣のコメント（対、はなし⾔葉チェッカー）

• ⽂章の意味合い的に話し⾔葉ではないものでも話し⾔葉として検出され
たので、正確とはいえないと思った。

• コピペがやりにくい、例⽂がワンパターンで実際に使った分の修正案が
欲しい。

• コメントが出てこなかった。修正例はでできても、本⽂をどう修正すれ
ばよいかわかりずらい。

• 話し⾔葉チェッカーは、指摘されてもなんと⾔いかえればいいのか分か
らず、正しく直せたのかもしれないが、不⾃然な⽇本語にもなっている
可能性はある。



おわりに これからの取り組み
• はなし⾔葉チェッカーの利⽤者の拡⼤と事例の共有

• ⼭梨⼤学の授業を⽤いて⽣成AIを活⽤した⽂章校正
ツールの試⽤とその改善

• 話しことばチェッカーの検出数・学⽣による採⽤数
／学⽣の「お役⽴ち度」評価・学⽣からのコメント
等の分析（分析⽅法の検討を含む） → それぞれ
のツール開発へのフィードバック

• 「今まで知らなかった」というコメントがそれなり
の数あり → ⼩学校から⾼校までの⽂章作成に関
する指導内容の調査


